
 
 

 平成 30 年度予算 総額１，３１７億７６５万円を可決  
 

第14回市議会定例会は、平成30年２月23日(金)から３月16日(金)まで開かれ平成30年度各会計予算

案などを可決しました。今年度は、市長の改選期でありますが、市民生活に支障が出ないことを最優先

に考えた予算編成です。 
 

一般会計  775億2,700万円 

特別会計  322億8,636万円 

企業会計  218億9,429万円 

合  計 1,317 億 765 万円 
 

 平成30年度一般会計予算審査特別委員会

は、3月6日（火）から3月13日（火）まで開

かれ、私は「町内会活動助成交付金」「子ども

ＳＯＳの家」事業などについて市側の姿勢を

ただしました。 
 

《町内会への助成金》 ＊＊＊＊＊＊＊＊ 

5％カット約20年間放置を指摘  

＊＊＊ 市長「見直しを含めて検討する」 
 

新年度の市政方針「主要施策」で岩倉市長

は、町内会活動について、助成の継続と活性

化を掲げています。しかし、住民組織活動助

成交付金は、年間 1 世帯当たり 300 円であ

ったものが、平成 11 年に５％削減され 285

円に引き下げられたままです。この 20 年間

で、物価が上昇し、さらに消費税が引き上げ

られましたが、町内会支援は言葉だけで行き

届いていないことを指摘しました。 

市長は「町内会のモチベーションを上げる

ためにも、財政面を含めて抜本的に変えなければならない」と答えました。 

また、町内会では、美化活動や防犯対策など活動の範囲が広がる中、災害時の要支援者事業として、

町内会に加入、未加入に関わらず市が作成した名簿を町内会に提供。名簿の管理は、個人情報なので厳

重に管理し、情報漏えいの場合は罰則規定も適用される場合があることを既に示しています。町内会は、

会員の減少や役員の高齢化、担い手不足が続く中においても活動の幅を広げています。市長は「コミュ

ニティー形成に町内会は欠かせない」と強調し、見直しを含めて検討する考えを示しました。 
 

 

 

市が町内会に依頼するスポーツ推進委員や交通安全指導員の推薦の現状について質問しました。交通

安全指導員は、活動している８３町内会のうち 66 町内会から推薦を受け、平均年齢は 71 歳、最高齢

は 84 歳であることが示されました。また、スポーツ推進委員は 33 町内会から推薦を受けて平均年齢

は 66 歳、最高齢は 87 歳でした。担い手不足から町内会長自らがスポーツ推進委員や交通安全指導員

を兼務しているケースもありました。 

平成 30年度 苫小牧市一般会計予算（単位：千円） 

予 算 額 
款 

平成 30 年度 平成 29 年度 
比 較 

議会費     310,263      296,516  13,747 

総務費   3,527,092    3,810,586  △ 283,494 

民生費  27,656,931   27,170,119  486,812 

環境衛生費   3,735,653    4,985,977  △ 1,250,324 

労働費     264,548      297,833  △ 33,285 

農水産業費      52,085       49,542  2,543 

商工費   3,691,250    3,638,868  52,382 

土木費   6,030,466    6,129,230  △ 98,764 

消防費     455,390      645,795  △ 190,405 

教育費   6,456,239    3,190,691  3,265,548 

公債費   7,391,323    7,488,723  △ 97,400 

諸支出金   7,541,204    7,336,496  204,708 

職員費  10,384,556   10,245,624  138,932 

予備費      30,000       30,000  0 

合計  77,527,000   75,316,000  2,211,000 

苫小牧市議会議員 

通通信信  
小山せいぞう事務所  苫小牧市ときわ町 1 丁目１９－２３  TEL０１４４（６７）８２５５ 

『春』号 
２０１８年 ４月 小 山 征 三 

スポーツ推進委員の最高齢は 87 歳、交通安全指導員は 84 歳 



私は、高齢化している町内会から推薦がないのは止むを得ないとしても、小学校があり市役所の多く

の幹部が暮らす町内会から交通安全指導員などを出していないことを問題視。町内会へ推薦を依頼する

前に市役所庁内で現状を共有すべきと指摘しました。 
 

  広報委託費 検証していない！ 
 

昨年 10 月の決算委員会で、「広報とまこま

い」配布の委託費が民間業者より町内会が低い

ことを指摘しました。委託先を町内会と民間業

者の選択制とした背景には、一部の町内会で配

布が負担となっている一方、委託費が貴重な財

源となっている町内会も少なくないことがあり

ます。当初、市は民間委託の方が安い経費で行

なえると試算していましたが、現実には「町内

会は１世帯当たり年間１３６円、民間事業者は

２５９円」であるため改善を求めました。

決算委員会で市側は、委託単価を検証する

としていましたが、道内他都市の状況を調

査しただけで予算には何も反映されていま

せんでした。私は、民間事業者が契約単価

を２５９円としているのに対して、町内会

の委託費を１３６円に抑えている根拠を求

めましたが、市側は明確に示すことができ

ませんでした。市長は「町内会に対して（庁

内が）縦割り的に向き合っている。集中的

に見直さなければならない」と答えました。 
 

総括質疑で市長の認識をただす！ 
 

「総合窓口の設置と窓口業務の民間委託」について、市長は、窓口業務の民間委託に当たり「市職員

と委託業者の社員の関係は、アドバイスや指示など日常的に発生する」のが苫小牧モデルであると答え

ました。東京都足立区の窓口業務では、委託業者の社員が区職員に判断を仰いでいたため偽装請負に当

たるとして是正指導が出されています。このことから言えば市長の考え方は、偽装請負に当たることを

指摘。市長は、誤解を与えたことを謝罪し、（市職員と委託業者の社員は）気持ちの連携を持ちたいとい

う趣旨であるとしました。 

「沼ノ端の証明取扱所の移転」に関し、市長は、ソフトランディングで当面は継続して行う考えを示

しましたが、市民生活部長は、市長の答弁に反して継続して行うことは経費がかかるので出来ないとし

ました。私は、市長と市民生活部長の答弁の不一致を問題視。市長は、自身の経費積算に甘さがあった

と謝罪しましたが、議会質疑の前にもっと内部で調整すべきだと考えます。

 「子どもＳＯＳの家」事業 ステッカーなど刷新   
 

 平成10年６月に開始した「子どもＳＯＳの家」事業は、今年で20年目を

迎えることから時代に合った見直しを求めました。事業は、不審者や変質者

から子ども達を守ることを目的に掲げ、ステッカーの配布も１万件と設定し

ていました。現在までの配布件数は、9,273件に上ります。しかし、貼り付けを確認できているのは3,299

件で、大きくかい離していることが明らかになりました。また、既に事業から20年が経過し高齢者宅や

空き家にも貼られていたり、ステッカーが日焼けして見えないケースもありました。市では、これまで

名簿管理をしてこなかったことを踏まえて、本年6月から11月まで専任の臨時職員を配置し、継続の意

向確認や連絡先等の情報管理をする考えを示しました。また、スーパーやドラッグストアなども積極的

に指定し、ステッカーのデザインも親しみを持たれるように刷新するとしました。 

 

  

 

《熱血現場主義》小さなことでも身近な問題を地域から発信します！ 
 


